
【通常の学級と特別支援学級（自閉症・情緒障害）との交流及び共同学習】

図 画 工 作 科 学 習 指 導 案

廿日市市立宮内小学校

指導者 Ｔ１ 新谷 典子

Ｔ２ 針本 緑

１ 日時・場所 平成２１年６月２３日（火），３０日（火）第３・４校時 教室

２ 学年・学級 第３学年１組（３８名），自閉症・情緒障害特別支援学級（１名）

３ 題 材 名 光と色のファンタジー

４ 題材について

○ 題材観

本題材は学習指導要領第３学年及び第４学年の「Ａ表現」

を受けて設定した。

この題材は，友だちとのかかわりの中で，感じたことや想像したことを絵や立体や工作に表す活

動を通して，友だちの発想を意図的に取り入れたり，教え合ったりしながら表し方を工夫していく

題材である。また，作品にかかわっては，造形的なものの見方や考え方，造形感覚を養う活動であ

る。色セロハンを使った光がトレーシングペーパーによって柔らかく美しい感じになることを知り，

光と影の美しさを生かした飾りをつくる内容である。

○ 児童観

本学級の児童は，造形活動を好むが，表したいことや用途を考えて材料を生かして計画的に表現

するまでにいたっていない。材料や用具の特徴を生かすというよりは，まだその場の思い付きで，

自分のつくりたい作品の完成イメージをもたないまま活動しているように見受けられる。

対象児童は，完成させるもののイメージがもちにくいことから図画工作科に苦手意識をもってい

た。しかし，見通しをもって活動できれば自分の思いをもって活動でき，表現することに楽しさを

感じはじめている。「○○な感じでつくりたい。」という発想も，もてるようになってきている。し

かし，見通しのもてない活動だと感じると集中が持続できなかったり座位姿勢が崩れたりして，も

っている力を十分発揮できないことがある。道具の扱いについては，カッターナイフは力の加減が

難しく苦手意識をもっている。また，角と角を合わせるような細かい作業にも苦手意識をもってい

る。対象児童は事前の自尊感情アンケートにおいては，社会的領域と総合的領域に低さが見られた。

自己・他者肯定感テストにおいては，他者否定が若干高い傾向が伺われた。

○ 指導観

指導に当たって，授業の始まりに学習の流れ，タイムスケジュールを提示する。おおまかな学習

の流れをつかませることで，児童に見通しをもって主体的に活動できるようにする。流れやタイム

スケジュールは紙に書いたものを掲示しておき，活動の途中に確認できるようにする。言語による

説明だけでは理解しにくいことがあるので，できるだけ具体物を提示しながら説明する。着想では，

トレーシングペーパーと色セロハンを渡し，組合せた光の美しさや楽しさを実感させる時間を設定

する。構想では，いろいろな材料による効果の違いを比べられるように実物モデルを用意したり，

つくりたいものを言語化させたりして，イメージをふくらませやすくする。製作では，つくりなが

ら光に映して色合いを考えながらつくるようにさせる。また，色セロハンを貼る位置や重ね合わせ

る量を変えることでスクリーンに映る色調が変化する様子を試しながら，自分の気に入った感じを

（２）感じたこと，想像したこと，見たことを絵や立体，工作に表す活動を通して，次の事項

を指導する。

ア 感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付けて表すこと。

イ 表したいことや用途などを考えながら，形や色，材料などを生かし，計画を立てるなど

して表すこと。

ウ 表したいことに合わせて，材料や用具の特徴を生かして使うとともに，表し方を考えて

表すこと。



見付けるようにさせる。カッターの使い方については，丁寧に指導を行い安全面に配慮していく。

製作後は，作品を展示して鑑賞し合い，自分や友だちの作品のよさを味わわせたい。

特別支援学級の児童（以下，対象児童とする。）については，個人の作品を製作する活動が中心

になるが，そのプロセスで，友だちと光と影の美しさを共感する，友だちと対話しながらつくりた

い作品のイメージをふくらませる，友だちの発想や方法のよさを参考にする，互いの作品を鑑賞し

合い対話をするといった友だちとのかかわりを大切にしたい。作品を製作したり鑑賞したりする活

動において友だちとかかわる中で，自分の発想の面白さを認められたり自分のつくり方が友だちの

製作のヒントになったりすることから自分の表現のよさに気付き，周囲から認められ受け入れられ

ているという感覚を味わわせたい。また，友だちと光の影の美しさを共感したり友だちの表現の工

夫に気付いたりすることから友だちを肯定的に認め受け入れる感覚を味わわせたい。対象児童への

具体的な支援については，IＣＦシート（別紙１）に基づいて展開していくこととする。

５ 題材の目標

・トレーシングペーパーや色セロハンなどを使って，飾るものをつくることを楽しむ。

・材料の組合せや友だちの発想を基に試しながら表すことができる。

・美しい感じになるように材料の特徴を生かして飾りをつくることができる。

・自分や友だちの作品の表し方の共通点や違いを見付けながら，よさに気付くことができる。

６ 題材の評価規準

造形への

関心・意欲・態度
発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

①トレーシングペーパ

ーや色セロハンなどが

つくる光と影の美しさ

やおもしろさを生かし

て，飾るものをつくる

ことを楽しむ。

①紙テープや色セロハ

ンの形や組合せを考え

て，試しながら飾りを

構想する。

②友だちの発想を基に

新たなアイデアを思い

付いている。

①美しい感じになるよ

うに材料の特徴を生か

して飾りをつくってい

る。

②友だちのつくり方を

参考にして自分のつく

り方を工夫する。

①自分や友だちの表し

方の共通点や違いを見

付けながら，よさに共

感して見る。

７ 題材の指導と評価の計画（全４時間）

次

（時数）
学 習 内 容

評価の観点

関 発 創 鑑 具体の評価規準 評価方法

一

（２）

○トレーシングペーパーや色

セロハンなどでつくりだす光

と影の美しさを味わう。

○色や形，光や影の組合せを楽

しみながら発想を広げ，つくり

方を考える。

○光と影の美しさが出るよう

に材料を組合せたり，つくり方

を工夫したりする。

○

◎

○

◎

○

・材料の組合せから生まれる

光との美しさに関心をもつ。

・光と影の美しさが出るよう

に，材料の組合せを十分に試

みている。

・自分のつくりたいものに合

った材料や用具を選び，思い

を広げながらつくる。

・友だちの発想を基に新たな

アイデアを思い付いている。

・自分や友だちの作品のよさ

に気付く。

観察

観察，発

言

観察，作

品

観察，作

品

観察，よ

かったね

カード，

振り返り

カード



二

（２）

○光と影の美しさが出るよう

に材料を組合せたり，つくり方

を工夫したりする。

○自分や友だちの作品のよさ

を見付け合う。

◎

◎

○

○

・自分のつくりたいものに合

った材料や用具を選び，思い

を広げながらつくる。

・友だちのつくり方を参考に

して自分のつくり方を工夫し

ている。

・活動のプロセスで，自分の

表現や友だちの表現のよさを

見付け，表現を深める。

・自分や友だちの作品のよさ

を味わう。

観察，作

品

観察，作

品

観察，発

言

観察，振

り返りカ

ード，よ

かったね

カード

８ 学習指導過程

（１） 第一次

① 日時 平成２１年６月２３日（火）第３・４校時

② 本時の目標

・色や形，光や影の組合せを楽しみながら発想を広げ，つくり方を考え，製作にとりかかるこ

とができる。

・自分や友だちの表現のよさに気付くことができる。

③ 準備物

教師：厚紙，空き箱，トレーシングペーパー，片面段ボール，色セロハン，カッターナイフ，

カッターマット，作業手順モデル，カッターナイフの使い方モデル図，振り返りカード，

よかったねカード，ミニホワイトボード

児童：ものさし，接着剤，カッターナイフ，カッターマット

④ 学習の展開

学 習 活 動

◇指導上の留意点

◆対象児童への指導の手だて
具体の評価規

準（評価方法）
Ｔ１ IＣＦ Ｔ２ IＣＦ

１ 本時のめあて

と学習の流れを

知る。（５分）

２ つくり方の手

順を知る。

（５分）

◆◇本時のめあて

を提示する。

◆◇今日の学習の

流れ，タイムスケジ

ュールを書いたも

のを掲示する。

◆◇つくり方の手

順について示した

図にそって説明す

る。（①段ボールを

カッターナイフで

切る。②枠を考えて

切り抜く。③枠をプ

ラスチック板に写

し取る。④箱にプラ

スチック板を貼り

付ける。⑤段ボール

活動Ａ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

◆授業開始前に，

対象児童に分から

ないことがあれば

質問に来るように

言葉をかけてお

く。

◆学習の流れ等を

確認する。

◆児童が注目して

からモデルを提示

する。

◆作業の手順につ

いて分かったか確

認する。

活動Ｂ

活動Ｂ

心身機能

Ｆ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

関 材料の 組

合せから生ま

れる光との美

しさに関心を

もつ。（観察）
いろいろな材料から

生まれる光と影の美

しさを見付けましょ

う。

いろいろな材料から

生まれる光と影の美

しさを見付けて窓に

飾る飾りをつくりま

しょう。



３ 手順にそって

製作する。

（30 分）

テープで形をつく

る。⑥段ボールテー

プでつくった形を

プラスチックの板

に断面接着する。⑦

断面接着した形の

上に色セロハンを

テープで貼る。）

◆◇今日の授業で

作業⑥まで取り組

むことを伝える。

◆◇カッターマッ

ト，30㎝ものさしを

確認し，段ボールを

配る。お道具箱のふ

たに使う道具を入

れさせる。

◆◇カッターナイ

フの使い方につい

て使い方モデル図

を示しながら説明

する。モデル図はそ

のまま提示してお

く。

◆◇できた段ボー

ルテープは各自の

お道具箱のふたに

入れることを伝え

る。

◆◇無言で安全に

留意して作業させ

る。

◆◇作業が終わっ

たら段ボールテー

プや道具をお道具

箱のふたに入れさ

せる。

◆◇つくりたい枠

について発表させ，

つくりたいものを

言語化してイメー

ジをもちやすくさ

せる。

◆◇箱を配り，枠を

描き，切り抜かせ

る。（作業②）

◆◇作業③，④につ

いてモデル図を示

活動Ｃ

環境因子

Ｄ

環境因子

ＡＢ

活動Ｂ

環境因子

ＣＤ

環境因子

Ａ

環境因子

Ａ

活動Ｂ

環境因子

Ａ

活動Ｃ

環境因子

Ｂ

活動Ｂ

環境因子

◆作品の完成は，

次の時間であるこ

と（今日は仕上げ

ないこと）を確認

しておく。

◆道具等が準備で

きているか確認す

る。

◆児童が注目して

からモデル図を提

示する。

◆できた段ボール

テープの置き場所

を確認する。

◆カッターナイフ

の使い方を指導し

たり，作業効率の

よい姿勢を確認し

たりする。

◆対話をしてつく

りたい物を言語化

させ，イメージを

ふくらませる。

◆どんな枠にした

いか確認し，次の

活動への意欲と見

通しをもたせる。

◆児童が注目して

活動Ｂ

環境因子

ＡＢ

心身機能

Ｆ

環境因子

Ａ

身体構造

ＡＣ

環境因子

Ｃ

活動Ｃ

身体構造

Ｂ

活動Ｂ

心身機能

Ｅ

心身機能

発 光と影 の

美しさが出る

ように，材料

の組合せを十

分に試みてい

る。（観察，発

言）

創 自分の つ

くりたいもの

に合った材料

や 用 具 を 選

び，思いを広

げながらつく

る。（観察，作

品）



４ 作品途中経過

報告会を開く。

（15 分）

５ 授業の感想を

書く。

（10分）

して説明しながら

進めさせる。

◆◇グループで進

度がそろうように，

ゆっくり目の児童

にはグループ内で

教え合わせる。

◆◇作業⑤につい

てモデルを見なが

らつくらせる。

◆◇材料や表現方

法によって発想が

広がっていくよう

実際に行いながら

指導していく。

◆◇作業⑥につい

て断面接着の方法

についてモデルを

用いて説明する。

◆◇友だちの表現

を参考にしていた

り，思い付いたこ

とを友だちと話し

たりしている活動

を評価し，よかっ

たねカードを記入

する時のヒントに

させる。

◆◇報告し合う時

間を設定する。

◆◇よかったねカ

ードを記入し，グル

ープの中で交換さ

せる。

◆◇グループのよ

かったねカードを

ミニホワイトボー

ドに掲示し，授業後

も見ることができ

るようにする。

◆◇チェックする

ことで簡単に振り

返れる振り返りカ

ードに記入させる。

◆◇片付けを協力

してするよう呼び

かける。

Ｄ

環境因子

ＥＦ

活動Ｅ

環境因子

Ｄ

環境因子

Ｆ

環境因子

Ｄ

参加ＣＤ

活動Ｂ

参加ＣＤ

参加ＣＤ

活動Ａ

環境因子

Ｄ

環境因子

Ｅ

からモデル図を提

示する。

◆◇グループで進

度がそろうよう

に，ゆっくり目の

児童にはグループ

内で教え合わせ

る。

◆どんな段ボール

の形をつくりたい

か確認し，次の活

動への意欲と見通

しをもたせる。

◆断面接着の方法

をやってみせる。

◆姿勢が崩れてき

たら声をかけ，自

分の正面で作業す

るよう言葉をかけ

る。

◆◇友だちの表現

を参考にしてい

たり，思い付いた

ことを友だちと

話したりしてい

る活動を評価し，

よかったねカー

ドを記入する時

のヒントにさせ

る。

◆友だちからもら

ったよかったねカ

ードを一緒に読

む。

◆振り返りカード

の記入状況を確認

する。

◆片付ける場所や

範囲，ものを限定

して片付けるよう

言葉をかける。

Ｆ

環境因子

ＥＦ

身体構造

Ｂ

活動Ｂ

心身機能

Ｅ

身体構造

Ｄ

身体構造

Ａ

参加ＣＤ

参加ＣＤ

活動Ａ

環境因子

Ｄ

環境因子

ＡＥ

発友だちの

発想を基に新

たなアイデア

を思い付いて

いる。（観察，

作品）

鑑 自分や 友

だちの作品の

よ さ に 気 付

く。（観察，よ

かったねカー

ド，振り返り

カード）

今日の学習の振り返

りカードを書きまし

ょう。

できたところまでグ

ループの中で報告し

合い，よかったねカ

ードを書きましょ

う。



（２） 第二次

① 日時 平成２１年６月３０日（火）第３・４校時

② 本時の目標

・光と影の美しさが出るように材料を組合せたり，つくり方を工夫したりしながら飾りを完成

することができる。

・自分や友だちの作品のよさを見付け合うことができる。

③ 準備物

教師：厚紙，トレーシングペーパー，片面段ボール，色セロハン，作業手順モデル，よかっ

たねカード，振り返りカード，ミニホワイトボード

児童：色セロハン，空き箱，接着剤，セロハンテープ

④ 学習の展開

学 習 活 動

◇指導上の留意点

◆対象児童への指導の手だて
具体の評価規

準（評価方法）
Ｔ１ IＣＦ Ｔ２ IＣＦ

１ 本時のめあて

と学習の流れを

知る。

（５分）

２ つくり方を確

認する。

３ 前時の続きで，

材料を選び，つく

り方を工夫して

つくる。

（55 分）

◆◇本時のめあて

を提示する。

◆◇今日の学習の

流れ，タイムスケ

ジュール，飾りを

つくる手順モデル

を提示し作業を確

認する。

◆◇作業手順モデ

ルを見ながら，前

時 の活動 を想起

し，今日の作業手

順は⑤⑥であるこ

とを確認する。

◆◇形にセロハン

を 貼り付 ける前

に，セロハンに光

が通った時に美し

さや色の重なりを

感 じさせ るため

に，３分間自由に

セロハンを光にか

ざさせる。

◆◇作業に必要な

道具（セロハン，

はさみ，テープ，

ボンド）を確認し

て 作業に 入らせ

る。

◆◇友だちの表現

を参考にして表現

活動Ａ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

活動Ｂ

環境因子

Ａ

活動ＣＤ

Ｅ

◆授業開始前に，

対象児童に分から

ないことがあれば

質問に来るように

言葉をかけてお

く。

◆学習の流れ等を

確認する。

◆今日の学習で作

品を完成させるこ

とを確認する。

◆自分の作品と手

順を対応させなが

ら説明する。

◆注目してからモ

デルを示す。

◆セロハンを試し

ている時に対話し

ながら，次の活動

への意欲と見通し

をもたせる。

◆作業に必要な道

具を確認して，作

業に入らせる。

◆姿勢が崩れてき

たら声をかけ，自

分の正面で作業す

るよう言葉をかけ

る。

活動Ｂ

活動Ｂ

活動Ｂ

活動Ｂ

環境因子

Ｄ

心身機能

Ｆ

活動ＢＣ

心身機能

Ｅ

環境因子

Ａ

身体構造

Ａ

創自分のつく

りたいものに

合った材料や

用具を選び，

思いを広げな

がらつくって

いる。（観察，

作品）

創友だちのつ

くり方を参考

にして自分の

つくり方を工

夫している。

（観察，作品）

つくり方を工夫し

て，窓に飾る飾りを

完成させましょう。

自分で材料を選んだ

りつくり方を工夫し

たりして飾りを完成

させましょう。



４ 互いの作品の

よさを味わう。

（20 分）

５ 授業の感想を

書く。

（10分）

を深められるよう

に，児童の作品を

提示して工夫して

い るとこ ろを示

す。

◆◇材料や表現方

法によって，発想

が広がっていくよ

う，材料の重ね方

や光の当て方など

指導していく。

◆◇作品が完成し

た児童に作品カー

ドを書かせる。そ

のとき，作品カー

ド記入モデルを提

示する。

◆◇紙テープや色

セロハンの組合せ

を工夫していた

り，友だちの表現

を参考にしていた

りする活動を評価

する。

◆◇予定時刻で作

業を終わらせ，協

力して片付けるよ

う指示を出す。

◆◇展示した作品

を見た後でよかっ

たねカードを記入

させる。

◆◇よかったねカ

ードをグループ内

で交流し合う。

◆◇チェックする

ことで簡単に振り

返れる振り返りカ

ー ドに記 入させ

る。

活動ＣＤ

Ｅ

環境因子

Ｄ

参加Ａ

環境因子

ＤＦ

活動Ｂ

環境因子

Ｅ

参加Ｄ

参加ＣＤ

活動Ａ

環境因子

Ｄ

◆部品の接着を介

助する。

◆材料を比べたり

友だちのつくり方

をモデルとして示

したりしながら指

導する。

◆作品が完成した

ら作品カードを書

かせる。そのとき，

作品カード記入モ

デルを提示する。

◆◇紙テープや色

セロハンの組合

せを工夫してい

たり，友だちの表

現を参考にして

いたりする活動

を評価する。

◆片付ける場所や

範囲，ものを限定

して片付けるよう

言葉をかける。

◆展示した作品の

よさについて対話

する。

◆友だちからもら

ったよかったねカ

ードを一緒に読

む。

◆振り返りカード

の記入状況を確認

する。

身体構造

Ｄ

参加Ａ

環境因子

ＤＦ

環境因子

Ｄ

参加Ａ

環境因子

ＤＦ

環境因子

ＡＥ

活動ＣＤ

身体構造

Ｂ

参加ＣＤ

活動Ａ

環境因子

Ｄ

鑑活動のプロ

セスで，自分

の表現や友だ

ちの表現のよ

さを見付け，

表 現 を 深 め

る。（観察，発

言）

鑑自分や友だ

ちの作品のよ

さを味わって

いる。（観察，

よかったねカ

ード，振り返

りカード）

それぞれの作品を見

合って，友だちの作

品のよいところを見

付けましょう。

今日の学習の振り返

りカードを書きまし

ょう。



別紙１

各項目の文末のアルファベット及び数字は，ICFの健康状況及び健康関連状況に係るコードの第2レベルまでの分類を示した。
s：身体構造（structureの略） b：心身機能（bodyの略） d：活動と参加（domain（生活領域）の略） e：環境因子（environmentの略）
参考：障害者福祉研究会編（2002）：『ICF 国際生活機能分類－国際障害分類改定版－』中央法規出版

〈物的環境〉

Ａ 作業しやすい環境になっている。e130

Ｂ 活動に必要なものが準備してある。e585

Ｃ カッターナイフの使い方を理解して安全に使って

いる。e585

Ｄ 困った時に必要な支援がある。e585

〈人的環境〉

Ｅ グループの友だちと協力して活動している。e320

Ｆ 困った時に必要な支援がある。e320 e340

ICFを活用した図画工作科の指導

題材名：光と色のファンタジー（全４時間）
アスペルガー症候群

健康状態

Ａ 座位姿勢を保持する。s760

Ｂ 場に応じた声の大きさで話

す。b310

Ｃ カッターナイフの扱いに慣

れる。（力の調節が難しい）

s730

Ｄ 貼り合わせる作業を丁寧に

行う。（手指の巧緻性）s730

Ｅ 集中を持続する。b140

Ｆ 注意を向ける。b140

心身機能・身体構造
〈学習活動〉

Ａ 本時のめあてを理解して活動

している。d163

Ｂ 作業手順，タイムスケジュー

ルを理解して活動している。d163

Ｃ 材料から生まれた光と影から

発想を広げ，つくりたいものをイ

メージしている。d163

Ｄ 自分のつくりたいものに合っ

た材料や用具を選んで活動してい

る。d175

Ｅ 材料の組合せやつくり方を工

夫してつくっている。d175

活 動

〈友達とのかかわりの中で〉

Ａ 友だちと光と影の美しさを一

緒に感じている。d163

Ｂ 自分の見付けた光と影の美し

さを友だちに紹介している。d330

Ｃ 友だちの感想から自分の作品

のよさに気付いている。d163

Ｄ 友だちの作品のよさに気付き，

認めている。d163

参 加

環境因子（物的・人的環境）

Ａ 見通しをもって主体的に活動したい。

Ｂ 友だちと光と影の美しさを一緒に感じたい。

Ｃ 見付けた美しさを友だちに紹介したい。

Ｄ 光と影の美しい作品をつくりたい。

Ｅ 自分のつくり方を友だちに紹介したい。

Ｆ 作品を飾ってほしい。

Ｇ 作品を家族に見てほしい。

個人因子（本人の気持ち）




